


はじめに

わが国の製造業は、技術の高度化設備の大規模化少人化そしてア

ウトソーシングの活用などによって、生産の技術、体制とも大きく変化

してきています。こういった変化は、生産性や品質の向上をもたらし、

企業の競争力を高め、経済発展に大きく貢献してきました。しかしその

半面、生産現場が複雑化したことでシステム全体の把握や理解が困難に

なり、また、少人化の進行による作業負荷量の増大や、それにともなう

緊急時の不安が指摘されるなど、作業員１人ひとりの心身を疲労させる

ストレスが問題視されるようになりました。
ｂ

さらに最近では、アウトソーシングの活用によって雇用形態が多様化

したため、安全責任の範囲があいまいになるなど、職場の安全管理が徹

底しにくい問題も起きています。こういった、これまでにない諸問題は、

いずれも人的過失による事故や災害の引き金となりかねません。つまり

今日の製造業の作業現場には、ヒューマンエラーを引き起こす要因が散

見されるわけです。

こういった背景を踏まえ、これまで「ゼロ災害実践講座」として行っ

ていた講座を改訂。より今日的課題であり、職場災害の要因の８割以上

を占める「ヒューマンエラー」にスポットをあて、職場のリーダーとし

て実践していかなければならないエラー対策にまで踏み込んだのがこの

｢事例で学ぶヒューマンエラー対策講座」です。表題のとおり、実際

に起こった象徴的な事故や災害を多く引用し、臨場感のある分かりやす

い解説に努めました。事例は、どれも多くの職場で起こり得るものばか

りです゜自身の職場に照らし、想像力を働かせながら学ばれることを望
みます。
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第８章人間の行動特性と安全
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